（1994年） 

文字.語彙 

(100点45分） 

　 

問題Ⅰ　次の文の下線をつけたことばは、どのように読みますか。その読み方をそれぞれの1.2.3.4から一つ選びなさい。 

問１　裁判の経緯を見ていると、両者に譲歩の姿勢は全くなく、争いは泥沼の様相を呈している。 

（1）　経緯　　　A　けいか　　　B　きょうか　　C　けいい　　　D　きょうい 

（2）　譲歩　　　A　じょうほ　　B　じょうほう　C　じょうふ　　D　じょうぶ 

（3）　争い　　　A　きそい　　　B　たたかい　　C　うばい　　　D　あらそい 

（4）　泥沼　　　A　でいじょう　B　どろじょう　C　でいぬま　　D　どろぬま 

（5）　様相　　　A　ようそ　　　B　ようそう　　C　ようじょう　D　ようす 

問２　機械が故障するとすぐ廃棄物扱いをする近年の悪癖を解消するには、国民の生活意識を根底から問い直す必要がある。 

（1）　故障　　　A　こしょ　　　B　こうしょ　　C　こうしょう　D　こしょう 

（2）　廃棄物　　A　はいきぶつ　B　はきぶつ　　C　はっきぶつ　D　はつきぶつ 

（3）　悪癖　　　A　わるくせ　　B　わるへき　　C　あくへき　　D　あっくせ 

（4）　解消　　　A　かいしょ　　B　かいしょう　C　げしょ　　　D　げしょう 

（5）　根底　　　A　こんてい　　B　こんでい　　C　ねそこ　　　D　ねぞこ 

問３　八月半ば、高原には早くも秋の気配が漂い始め、色とりどりの草花が夏の名残を惜しんでいた。 

（1）　気配　　　A　きはい　　　B　きばい　　　C　けはい　　　D　けばい 

（2）　漂い　　　A　さまよい　　B　ただよい　　C　うるおい　　D　よそおい 

（3）　草花　　　A　くさか　　　B　そうか　　　C　そうはな　　D　くさばな 

（4）　名残　　　A　なごり　　　B　なのこり　　C　めいさん　　D　めいざん 

（5）　惜しんで　A　かなしんで　B　さびしんで　C　おしんで　　D　あやしんで 

問題Ⅱ　次の文の下線をつけたことばは、ひらがなでどう書きますか。同じひらがなで書くことばを1.2.3.4から一つ選びなさい。 

（1）この会社は多額の負債に苦しんでいる。 

　　　A　不在　B　夫妻　C　風習　D　封鎖 

（2）再三注意したが、彼は聞く耳を持てなかった。 

　　　A　採算　B　最善　C　整然　D　財産 

（3）こんなことで意地を張っても無駄だ。 

　　　A　位置　B　一致　C　維持　D　異議 

（4）顕微鏡で雪の結晶を見る。 

　　　A　化粧　B　決勝　C　傑作　D　欠席 

（5）二つの勢力は均衡を保っている。 

　　　A　金庫　B　近郊　C　機構　D　緊急 

問題Ⅲ　次の文の下線をつけたことばは、どのような漢字を書きますか。その漢字をそれぞれのA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

問１　彼の行為は規則いはんだと一時ひなんされたが、じじょう調査の結果、むしろせいとうな行為であるとみとめられた。 

（1）いはん　　　　A　異判　　　　B　異反　　　　C　違判　　　　D　違反 

（2）ひなん　　　　A　避難　　　　B　非難　　　　C　否難　　　　D　被難 

（3）じじょう　　　A　時状　　　　B　事状　　　　C　事情　　　　D　時情 

（4）せいとうな　　A　正到な　　　B　正答な　　　C　正等な　　　D　正当な 

（5）みとめられた　A　許められた　B　識められた　C　認められた　D　譲められた 

問２　だいきぼなさいがいにそくざに対応できるたいせいがけんとうされている。 

（1）だいきぼな　　A　大規模な　　B　大基模な　　C　大規漠な　　D　大基漠な 

（2）さいがい　　　A　砕害　　　　B　災害　　　　C　催害　　　　D　最害 

（3）そくざに　　　A　則座に　　　B　速座に　　　C　即座に　　　D　促座に 

（4）たいせい　　　A　態勢　　　　B　帯製　　　　C　態整　　　　D　帯整 

（5）けんとう　　　A　見当　　　　B　見討　　　　C　検当　　　　D　検討 

問３　夜更けのはまべにひとかげはなく、ただ、おきのぎょせんがあわい月の光にかすかに見えるだけであった。 

（1）はまべ　　　　A　海辺　　　　B　海部　　　　C　浜部　　　　D　浜辺 

（2）ひとかげ　　　A　人陰　　　　B　人隠　　　　C　人影　　　　D　人像 

（3）おき　　　　　A　沖　　　　　B　浦　　　　　C　湾　　　　　D　潮 

（4）ぎょせん　　　A　魚舟　　　　B　魚船　　　　C　漁舟　　　　D　漁船 

（5）あわい　　　　A　濃い　　　　B　淡い　　　　C　清い　　　　D　渋い 

問題Ⅳ　次の文の下線をつけたことばの二重線（　）の部分は、どのような漢字を書きますか。同じ漢字を使うものを1.2.3.4から一つ選びなさい。 

（1）青年は常にりそうを追い求めなければならない。 

　　　A　会社にりれきしょを送った。 

　　　B　夏休みにはいつもきょうりに帰ることにしている。 

　　　C　彼はちょうりしの免許を持っている。 

　　　D　この会社は主に輸出によってりじゅんをあげている。 

（2）経済発展をそくしんさせる政策を優先する。 

　　　A　彼は外国に渡ったまま、しょうそくが絶えた。 

　　　B　道路工事のためのそくりょうが始まった。 

　　　C　友人から借りていたお金の返済をさいそくされた。 

　　　D　始めのげんそくどおりに仕事を進めよう。 

（3）選挙が近いので、がいとうで演説している。 

　　　A　会議の結果はこうとうで伝えることにした。 

　　　B　技術開発は高いレベルにとうたつしている。 

　　　C　歴史とでんとうを尊重する。 

　　　D　不景気でとうさんする会社が続出している。 

（4）せいふくを着た高校生が歩いている。 

　　　A　新しいせいとうを支持する。 

　　　B　このラジオはせいのうがよくて有名だ。 

　　　C　輸入品の価格のとうせいがゆるめられた。 

　　　D　裁判官はこうせいな判断を下した。 

（5）彼は本社から大阪の支店にてんきんになった。 

　　　A　あまりきんちょうすると体によくない。 

　　　B　学校を設立したいがしきんが足りない。 

　　　C　研究室の図書の持ち出しはげんきんする。 

　　　D　彼は驚くほどきんべんな学生だ。 

問題Ⅴ　次の文の　　の部分に入れるのに最も適当なものを、A・B・C・Dから一つ選びなさい。 

（1）このスープは塩の　　がむずかしい。 

　　　A　場合　　　B　調子　　　C　加減　　　D　都合 

（2）田中さんの結婚パーティーは、とても　　だった。 

　　　A　なごやか　B　ゆるやか　C　おろそか　D　しなやか 

（3）知らない漢字でも、その部首を見て意味を　　できることがある。 

　　　A　予知　　　B　予言　　　C　推進　　　D　類推 

（4）山田さんは、今日のこの会のために、　　遠くから来てくださいました。 

　　　A　たっぷり　B　わざわざ　C　じっくり　D　つくづく 

（5）けがをしたが、その場ですぐ　　処置したので、大事には至らなかった。 

　　　A　救援　　　B　救助　　　C　応急　　　D　応援 

（6）仕事の　　にほかの用事をすませました。 

　　　A　合間　　　B　手間　　　C　空間　　　D　仲間 

（7）これは重さの割に　　荷物だ。 

　　　A　かせぐ　　B　かさばる　C　かすむ　　D　かぶれる 

（8）最近の青少年はしっかりしているようだが、精神的に　　面がある。 

　　　A　しぶい　　B　だるい　　C　ゆるい　　D　もろい 

（9）首相の軽率な発言で、良好であった両国の関係が　　。 

　　　A　きずきはじめた　B　きたえはじめた　C　きしみはじめた　D　きざみはじめた 

（10）堀さんは　　が広いから、それについての専門家を紹介してもらうといい。 

　　　A　くち　B　かお　C　まゆ　D　みみ 

（11）非常時には、　　行動が必要される。 

　　　A　切実な　B　敏感な　C　迅速な　D　頻繁な 

（12）年をとったせいか、何をするのも　　。 

　　　A　まぎらわしい　B　なやましい　C　みすぼらしい　D　わずらわしい 

（13）鈴木さんは　　がいいから、どんな洋服でもよく似合う。 

　　　A　スタイル　B　スマート　C　ストップ　D　スタミナ 

（14）人間関係でこんなに苦労するなら、　　この会社をやめてしまう。 

　　　A　いっこうに　B　いっしんに　C　いったい　D　いっそ 

（15）政府が、この問題にどう　　するか注目される。 

　　　A　対面　B　対比　C　対処　D　対等 

問題Ⅵ　次の（56）から（65）は、ことばの意味を説明したものです。その説明に最も合う用例をA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

（1）たつ······ある位置に身をおく。 

　　　A　大阪へたつ日をお知らせください。 

　　　B　人の上にたつ者は、責任ある行動を取らなければならない。 

　　　C　この空き地には図書館がたつ予定です。 

　　　D　あの人は弁がたつ。 

（2）きつい······感覚に与える刺激が強い。 

　　　A　仕事が遅れたので、かなり日程がきつい。 

　　　B　すもうのけいこがきついことはよく知られている。 

　　　C　あの人は一見やさしそうだが、相当きつい性格だ。 

　　　D　この香水は、においがかなりきつい。 

（3）気······性質、性格。 

　　　A　彼はとても気が強い。 

　　　B　仕事をやめたら気がぬけてしまう。 

　　　C　彼はなかなかよく気がつく。 

　　　D　その仕事はあまり気が進まない。 

（4）腹······本心、意図。 

　　　A　あまりおかしいので、腹を抱えて笑った。 

　　　B　腹がへっていては、なにもできない。 

　　　C　あいつの腹はなかなか読めない。 

　　　D　昨日の失敗を思い出すと、自分で自分に腹を立つ。 

（5）立場······判断するためのよりどころとなる基本的な考え方や知識。 

　　　A　予算案が否決されて、政府は苦しい立場に追い込まれた。 

　　　B　弁護士は依頼人の利益を守る立場にある。 

　　　C　教師という立場からは怒らざるをえなかった。 

　　　D　経済学の立場から分析している。 

（6）かれる······でてこなくなる。 

　　　A　この井戸は昔から水がかれたことがない。 

　　　B　花瓶の花がかれた。 

　　　C　彼は最近かれた演技ができるようになってきた。 

　　　D　かれた草に火がついて火事になった。 

（7）先······その時より後、将来。 

　　　A　この先は通行止めだ。 

　　　B　こんな成績では、先が思いやられる。 

　　　C　先の地震では大きな被害を受けた。 

　　　D　荷物の送り先をまちがえた。 

（8）さっぱり······あとに何も残らない様子。 

　　　A　山頂に立った瞬間、いままでの苦労はさっぱり消えてしまった。 

　　　B　仕事にはさっぱりした服装で行ったほうがいい。 

　　　C　暖冬でストーブの売れ行きはさっぱりだ。 

　　　D　暑い日はさっぱりしたものが食べたくなる。 

（9）ひびく······影響する。 

　　　A　卒業式の時の校長先生の言葉は胸にひびいた。 

　　　B　このマンションの廊下は音がひびくので、静かに歩いてください。 

　　　C　野菜の値上がりは、家計にひびく。 

　　　D　彼の画家としての評判は世界中になりひびいている。 

（10）従う······沿って進む。 

　　　A　国王に従って外国を訪問した。 

　　　B　川の流れに従って歩いていくと、森に着く。 

　　　C　医者の指示の従って、手術を受けることにした。 

　　　D　年をとるに従って、足が弱くなる。 

正解 

問題Ⅰ 

問１：(1)３　(2)１　(3)４　(4)４　(5)２ 

問２：(1)４　(2)１　(3)３　(4)２　(5)１ 

問３：(1)３　(2)２　(3)４　(4)１　(5)３ 

問題Ⅱ 

(1)２　(2)１　(3)３　(4)２　(5)２ 

問題Ⅲ 

問１：(1)４　(2)２　(3)３　(4)４　(5)３ 

問２：(1)１　(2)２　(3)３　(4)１　(5)４ 

問３：(1)４　(2)３　(3)１　(4)４　(5)２ 

問題Ⅳ 

(1)３　(2)３　(3)１　(4)３　(5)４ 

問題Ⅴ 

(1)３　(2)１　(3)４　(4)２　(5)３　(６)１(7)２　(8)４　(9)３　(10)２　(11)３　(12)４　(13)１　(14)４　(15)３ 

問題Ⅵ 

(1)２　(2)４　(3)１　(4)３　(5)４　(６)１　(7)２　(8)１　(9)３　(10)２ 
（1995年） 

文字.語彙 

(100点45分） 

　 

問題Ⅰ　次の文の下線をつけたことばは、どのように読みますか。その読み方をそれぞれの１・２・３・４から一つ選びなさい。 

  

問１　以前は優美な彫刻と鮮やかな　色彩を誇る寺だったが、今ではすっかり朽ち果ててしまった。 

    (1)  彫刻　　　     １　しょうこく　　2　しゅうこく　3　ちょうこく　4　ちゅうこく 

　（2）鮮やかな　    １　はれやかな    ２　あでやかな  ３  はなやかな　 ４  あざやかな 

　（3）色彩　　       １　しきさい　　 ２　しっさい　　３  しょくさい　 ４　しょうさい 

　（4）誇る　　　    １　はかる　　    ２　かざる　　　３　こもる　　   ４　ほこる 

　（5）朽ち果てて    １　こちはてて　 ２　くちはてて　３　こちかてて   ４　くちかてて 

  

問２　科学が万能だというのは一種の迷信であり、無条件に科学を信仰する時代はもはや終わりを告げた。 

　（１）万能　　　 １　まんのう　            ２  ばんのう　　         ３　まんおう　　  ４　ばんおう 

　（２）迷信　　　 １　まいしん　            ２　べいしん　             ３　めいしん　　  ４　はいしん 

　（３）無条件に　 １　ぶじょうけんに　２　むじょうけんに    ３　ぶじょけんに　４　むじょけんに 

　（４）信仰　　 　１　しんこう　          ２　しんごう　　       ３　しんきょう  　  ４　しょんぎょう 

   (５)　告げた　　 １　ささげた　            ２　つなげた　　           ３　つげた　　　 ４　とげた 

  

問３　テニスの練習の合間に、二人はベンチに座って夕闇の迫る　街角をしばらく眺めていた。 

  (１)　合間　　　 １　あいま　　  ２　あうま　　　３　ごうけん　　 ４　がっけん 

  (２)　夕闇　　　１　ゆうぐれ　　２　ゆぐれ　　　３　ゆうやみ　　 ４　ゆやみ 

  (３)　迫る　　  １　せまる　　　２　とまる　　　３　はまる　　　 ４　そまる 

　 (４)　街角　　　１　がいかく　　２　がいかど　　３　まちかく　　 ４　まちかど 

  (５)　眺めて　　１　みつめて　　２　ながめて    　 ３　ひそめて　  　４　とがめて 

問題Ⅱ　次の文の下線をつけたことばは、ひらがなでどう書きますか。同じひらがなで書くことばを1・2・3・4から一つ選びなさい。 

  (１) 賃金を上げるように会社と交渉している。 

１　校舎　２　控除　３　公衆　４　高尚 

(２) 最近、児童の体力が全般的に落ちている。 

１　湿度　２　実働　３　自動　４　指導 

(３) 生涯にわたって一つの仕事に打ち込む。 

１　生涯　２　正解　３　盛大　４　紹介 

(４) 電話で消防車の出動を要請した。 

１　養成　２　容積　３　抑制　４　様相 

(５) 外国製品の輸入に関する規制を緩和する。 

１　飽和　２　漢和　３　穏和　４　総和 

問題Ⅲ　次の文の下線をつけたことばは、どのような漢字を書きますか。その漢字をそれぞれの１・２・３・４から一つ選びなさい。 

問１　先生は、私の研究の問題点を具体的にしてきし、しりょうのていきょうとじょげんをおしまれなかった。 

(１)　してき　　　　１　支摘　　　　２　示適　　　　３　指摘　　　　４　刺適 

  (２)　しりょう　　　１　試量　　　　２　資料　　　　３　旨量　　　　４　思量 

　(３)　ていきょう　　１　提供　　　　２　呈供　　　　３　廷供　　　　４　訂供 

　 (4)　じょげん　　　１　徐言　　　　２　助言　　　　３　叙言　　　　４　序言 

　(5)　おしまれなかった　　１　悔しまれなかった　　　　２　押しまれなかった　　　　 

   ３　推まれなかった　　　　　４　惜しまれなかった 

問２　山田さんが委員会をはなれてしまったので、彼のきかくはちゅうに浮いたじょうたいだ。 

(１)　はなれて　　　１　放れて　　　２　離れて　　　３　分れて　　　４　別れて 

  (2)　きかく　　　　１　企画　　　　２　企画　　　　３　基画　　　　４　起画 

  (３)　ちゅう　　　　１　駐　　　　　２　中　　　　　３　宙　　　　　４　衷 

  (４)　じょうたい　　１　場態　　　　２　静態　　　　３　常態　　　　４　状態 

問３　若者たちは、新しくあらわれたリーダーの下にかたくけっそくし、けんりょくしゃのどくさいをそしするために立ち上がった。 

(１)　あらわれた　　 １　現れた　　　２　表れた　　　３　洗れた　　　４　著れた 

　(２)　かたく　　　　 １　硬く　　　　２　固く　　　　３　難く　　　　４　貴く 

　(3)　けっそく　　　 １　決束　　　　２　決促　　　　３　結束　　　　４　結促 

　 (４)　けんりょくしゃ １　憲力者　　 　２　賢力者　　　３　権力者　　   ４　険力者 

(５)　どくさい　　　 １　独栽　　　 　 ２　独裁　　　　３　督栽　　　   ４　督裁 

(６)　そし　　　　　 １　組止　　　 　 ２　粗止　　　　３　租止　　　　４　阻止 

問題Ⅳ　次の文の下線をつけたことばの赤い部分は、どのような漢字を書きますか。同じ漢字を使うものを1・2・3・4から一つ選びなさい。 

　(１）仕事はじゅんじょよく進めなければならない。 

　　　１　子供時代のじゅんすいな気持ちを大切にする。 

　　　２　天侯がふじゅんですから、健康に気をつけてください。 

　　　３　風呂に入ると、血液のじゅんかんがよくなる。 

　　　４　三月のちゅうじゅんに旅行する予定だ。 

　(２）サッカーのすばらしい試合に観客はこうふんした。 

　　   １　新しい治療をしたが、こうかなかった。 

　　   ２　たくさんの人々のこういで、無事旅行を終えることができた。 

　　   ３　こうさてんを渡ると、右側にデパートがある。 

　　   ４　市長はスポーツのしんこうに特別予算を組んだ。 

（３）毎月のしゅうにゅうが一定しない。 

　　   １　カメラのしゅうり代はずいぶん高かった。 

　　   ２　彼女は新聞社にしゅうしょくした。 

　　   ３　若い人は知識のきゅうしゅうが速い。 

　　   ４　高山植物のさいしゅうは禁じられている。 

（４）教室にてんじされた絵を見る。 

　　   １　忘れ物がないかてんけんする。 

　　   ２　彼はてんけいてきなサラリーマンだ。 

　　    ３　知人にてんきょの通知を出す。 

　　   ４　この国は、戦後、経済的にははってんした。 

（５）その決議にいぎを唱える。 

　　   １　今年の夏はいじょうに暑かった。 

　　   ２　しゅういを見渡すとだれもいなかった。 

　　   ３　彼の考えはあんいすぎる。 

　　   ４　わたしもあなたと同じいけんです。 

問題Ⅴ　次の文の　　の部分に入れるのに最も適当なものを、１・２・３・４から一つ選びなさい。 

（１）ホテルのレストランへ行くなら、やはりスーツを来ていくのが　　だろう。 

　　　１　非難　　　２　無難　　　３　避難　　　４　苦難 

（２）この専門　　比較的新しく、まだあまり研究が進んでいない。 

　　　１　領土　　　２　領事　　　３　領域　　　４　領地 

（３）佐藤さんは　　だから、いつも期限に遅れて、人に迷惑をかける。 

　　　１　ドライ　　２　ルーズ　　３　ユニーク　４　オープン 

（４）お互いに大人なんだから、感情的にならずに、　　話し合いを進めましょう。 

　　　１　理屈的に　２　理解的に　３　理知的に　４　理性的に 

（５）博士論文を　　のに三年間かかった。 

　　　１　仕切る　　２　仕入れる　３　仕上げる　４　仕掛ける 

（６）大切な時間を内容のない会議で　　するのは、ばからしい。 

　　　１　浪費　　　２　経費　　　３　出費　　　４　実費 

（７）細かいことに　　いては、進歩はない。 

　　　１　こじれて　２　こだわって３　ことなって   ４　こぼれて 

（８）能力はあるのだが、まだ経験が　　ため、うまくいかないことが多い。 

　　　１　いやしい　２　とぼしい　３　あさましい　　４　たくましい 

（９）タイヤを燃やしたようなにおいが鼻を　　。 

　　　１　ついた　　２　おった　　３　かんだ　　　　４　まげた 

（10）この詩は子供をなくした親の　　気持ちをつづったものである。 

　　　１　そっけない　　　２　つれない　　　３　あっけない　　　４　せつない 

（11）資金を上手に　　し利益をあげた。 

　　　１　運搬　　　２　運行　　　３　運用　　　　　４　運営 

（12）なまけ者の彼のことだから、　　そんなことだろうと思った。 

　　　１　おおかた　２　きわめて　３　なかなか　　　４　とうてい 

（13）　　をせずに、何日でも泊まっていってください。 

　　　１　きだて　　２　きまぐれ　３　きがね　　　　４　きまじめ 

（14）ちょっとしたことばの　　から、たいへんなけんかになってしまった。 

　　　１　落ち着く　２　差し引き　３　受け持ち　　　４　行き違い 

（15）この案は会議で否決されたが、　　悪いとは言えないと思う。 

　　　１　一挙　　　２　一概に　　３　一気に　　　　４　一斉に 

問題Ⅵ　次の（56）から（65）は、ことばの意味を説明したものです。その説明に最も合う用例を１・２・３・４から一つ選びなさい。 

（１）外れる・・・・・・基準に合わない。 

　　　１　戸があきにくいので、ガタガタやっているうちに、外れてしきった。 

　　　２　ボールはゴールを外れて飛んでいった。 

　　　３　あの人の歌は音が外れている。 

　　　４　あの人が予想したことはすべて外れていた。 

（２）頭・・・・・・最初。 

　　　１　彼の発言には頭にきた。 

　　　２　年をとって、頭が白くなった。 

　　　３　これまでの経緯を頭に入れておいてください。 

　　　４　列の頭から数えて15人目が田中さんだ。 

（３）薄い・・・・・・厚さがわずかである。 

　　　１　細胞を包む膜はごく薄いものだ。 

　　　２　山田さんは髪の毛が薄い。 

　　　３　壁の色は薄いほうが好きだ。 

　　　４　その計画は成功の見込みが薄い。 

（４）まわり・・・・・・関係の深い人々。 

　　　１　これよりひとまわり大きいかばんがほしい。 

　　　２　まわりに反対されて、留学するのをあきらめた。 

　　　３　火のまわりが早く、何も持ち出せなかった。 

　　　４　身のまわりはいつも片づけておくべきだ。 

（５）うつる・・・・・・物や色の組み合わせがよい。 

　　　１　スイッチを入れたのにテレビがうつらない。 

　　　２　金子さんの帽子は服によくうつっている。 

　　　３　月が池の水面にうつっている。 

　　　４　魚のにおいが手にうつる。 

（６）分ける・・・・・・基準に従って区別する。 

　　　１　売るために、一つの土地を二つに分けた。 

　　　２　子供におみやげを公平に分ける。 

　　　３　出席者を年齢で分けると、40代がいちばん多かった。 

　　　４　両者は同点で勝負を分けた。 

（７）許す・・・・・・ある行為をさしつかえないものとして認める。 

　　　１　時間が許すならば、出席いたします。 

　　　２　彼は自他ともに許す財界の大物だ。 

　　　３　初めて会ったひから、あの人に心を許していた。 

　　　４　忙しい時期なのに、上司が休暇を許してくれた。 

（８）味・・・・・・経験によってわかること。 

　　　１　苦労の味を知らないから、思いやりがない。 

　　　２　彼の字は味がある。 

　　　３　この店は最近味が落ちてきた。 

　　　４　彼にしては味なまれをした。 

（９）手・・・・・・関係。 

　　　１　忙しくて、今は手が離せない。 

　　　２　あの人とは手を切った。 

　　　３　親友を助けるために手をつくした。 

　　　４　ほしかった車をやっと手に入れた。 

（10）ぬける・・・・・あったものがなくなる。 

　　　１　ぬけるような青空がひろがっている。 

　　　２　腰がぬけて歩けない。 

　　　３　一週間仕事を休んでやっと疲れがぬけた。 

　　　４　トンネルをぬけると、田園の風景がひろがっていた。 
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問題Ⅰ　次の文の下線をつけたことばは、どのように読みますか。その読み方をそれぞれのA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

  

問１ 最近の車はだれでも手軽に運転できるようになったが、依然として事故が増加しており、新たな対策が模索されている。 

　　(1) 手軽に　　 A てがるに        B てかるに       C しゅげいに     D しゅけいに　 

　　          (2) 依然として A あぜんとして B いぜんとして C うぜんとして  D えぜんとして 

　　(3) 新たな　　 A あらたな        B あたたな       C あたらたな      D あらたたな 

　　(4) 模索　　　 A ぼさく　        B ぼうさく       C もさく  　　    D もうさく 

  

問２その仕事は趣味と実益を兼ねるような仕事なので、採用時の審査が厳しいにもかかわらず応募する人が多い。 

　　(5) 兼ねる　　 A つらねる　　 B かさねる　　 C かねる  　　　 D こねる 

　　(6) 審査　　　 A ばんさ　       B そうさ　        C かんさ 　　      D しんさ 

　　(7) 厳しい　　 A きびしい　　 B はげしい　　 C いさましい　　 D たのもしい 

　　(8) 応募　　　 A のうぼう        B おうぼう       C おうぼ  　　      D のうぼ 

問３　長年にわたる支配体制が足元から崩れはじめたのは、自らの政治的腐敗を省みなかった当然の結果であった。 

　　(9) 崩れ始めた　　　　A つぶれはじめた　　　　B こわれはじめた 

　　    　　　　　　　　　C たおれはじめる　　　　D くずれはじめる 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　  (10) 自ら　　　 A みずから     B かれら　     C われる 　　    D もっぱら 

　 (11) 腐敗　　　  A ふうばい　 B ふっぱい　 C ふはい　　　 D ふばい 

　 (12) 省みなかった　　　A かえりみなかった    　B もどりみなかった　　　 

          C こころみなかった    　D はぶきみなかった 

問４　男女の雇用条件の格差は是正されつつある。 

　 (13) 雇用　　　 Aさいよう　　 B こうよう　 C さんよう 　　D こよう 

　 (14) 格差　　　 A かくさ　      B きゃくさ　   C らくさ 　　   D こうさ 

　 (15) 是正　　　 A ぜっせい　　B ぜっしょう　C ぜせい　　   D ぜしょう 

  

問題Ⅱ　次の文の下線をつけたことばは、ひらがなでどう書きますか。同じひらがなで書くことばをA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

　 (16) 人々から歓声がわきおこる。 

　　　　A　勘定　　B　関税　　C　完成　　D　感染 

　 (17) 規則正しい生活習慣を身につけることは大切だ。 

　　　　A　若干　　B　瞬間　　C　主観　　D　週間 

　 (18) 中傷をうけ、困っている。 

　　　　A　抽象　　B　注射　　C　昼食　　D　忠実 

　 (19) なつかしい童謡を歌う。 

　　　　A　東洋　　B　同様　　C　導入　　D　登場 

　 (20) この仕事について一切の責任を持つ。 

　　　　A　一斉　　B　一層　　C　一節　　D　一歳 

  

問題Ⅲ　次の文の下線をつけたことばは、どのような漢字を書きますか。その漢字をそれぞれのA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

問１ 彼はちょめいな小説家として長い間かつやくしてきたが、アイデアがつきてしまったと  いってそうさく活動から遠ざかっている。 

　 (21) ちょめいな　　A　著明な　B　著銘な　C　著名な　D　著命な 

　 (22) かつやく　　　A　活躍　　B　括躍　　C　活役　　D　括役 

　 (23) つきて　　　　A　喪きて　B　果きて　C　棄きて　D　尽きて 

　 (24) そうさく　　　A　想作　　B　想策　　C　創作　　D　創策 

問２ これは人類のきげんとしんかを明らかにするためのきちょうなしょうこである。 

　 (25) きげん　　　　A　起元　　B　紀元　　C　起源　　D　紀源 

　 (26) しんか　　　　A　進化　　B　新化　　C　伸化　　D　深化 

　 (27) きちょうな　　A　輝重な　B　貴重な　C　既重な　D　希重な 

　 (28) しょうこ　　　A　詳固　　B　詳拠　　C　証固　　D　証拠 

問３ あの会社は、ふどうさんへのとうしの失敗により、会社の存続があやぶまれているという記事が、雑誌にけいさいされた。 

　　(29) ふどうさん　　A　不働産　　　B　不動産　　　C　不動算　　　D　不働算 

　　(30) とうし　　　　A　投資　　　　B　統資　　　　C　投賜　　　　D　統賜 

　　(31) あやぶまれ　　A　謝ぶまれて　B　怪ぶまれて　C　難ぶまれて　D　危ぶまれて 

　　(32) けいさい　　　A　掛裁　　　　B　掲裁　　　　C　掲載　　　　D　掛載 

問4     彼は多くのこうせきをあげているが、けんきょな人で、いつもひかえめだ。 

　　(33) こうせき　　　A　功績　　　　B　巧績　　　　C　功積　　　　D　巧積 

　　(34) けんきょな　　A　賢虚な　　　B　謙虚な　　　C　賢許な　　　D　謙許な 

　　(35) ひかえめ　　　A　抑え目　　　B　抄え目　　　C　控え目　　　D　攻え目 


問題Ⅳ　次の文の下線をつけたことばの赤い部分は、どのような漢字を書きますか。同じ漢字を使うものをA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

　　(36)　しんそうを明らかにする。 

A　部下からしんらいされている。 

B　しんけんに話し合う。 

C　病院のしんりょう時間は９時から５時までだ。 

D　しんちょうに検討してからお答えします。　 

　　(37)　最近のニュースをわかりやすくかいせつする。 

A　へいかい式は10時から行われる。 

B　議会をかいさんする。 

C　両親に友達をしょうかいする。 

D　景気がかいふくする。 

　　(38)　教材をまとめてこうにゅうする。 

A　この劇団は来月東京でこうえんする。 

B　この建物のこうぞうは複雑だ。 

C　外国の雑誌をこうどくしている。 

D　大阪のきんこうに家を建てる。 

　　(39)　ごういんに頼んで引き受けてもらった。 

　　　　 A　ごうかなホテルに泊まる。 

　　　　 B　銀行にごうとうが入った。 

　　　　 C　水は水素と酸素のかごうぶつだ。 

　　　　 D　数学ではたくさんのきごうが使われる。 

　 (40)　買い物をしたら、りょうしゅうしょをもらってきてください。 

　　　　 A　そのことはりょうしょうした。 

　　　　 B　スポーツと勉強をりょうりつさせる。 

　　　　 C　あの人はりょうしきがある。 

　　　　 D　だいとうりょうに選ばれた。 

問題Ⅴ　次の文の　　の部分に入れるのに最も適当なものを、A・B・C・Dから一つ選びなさい。 

　　(41)　目を閉じると、楽しかった学生時代の思い出が　　。 

　　　　　A よみがえる　　B ちかづける　　C すきとおる　　D たてまつる 

　　(42)　彼はいつも　　商売をする。 

　　　　　A けむたい　　　B まぶしい　　　C はかない　　　D あくどい 

　　(43)  うちの子は運動が乱暴で、事故を起こすのではないかと、わたしはいつも　　して 

         いる。 

　　　　　A おどおど　　　B しみじみ　　　C はらはら　　　D ぼつぼつ 

　　(44)　あの人は常に努力を　　ので、尊敬されている。 

　　　　　A かばわない　　B おかさない　　C おこたらない　D かたよらない 

　　(45)　この事業を実行するためには、まず人材を　　する必要がある。 

　　　　　A 確信　　　　　B 確立　　　　　C 確率　　　　　D 確保 

　　(46)　何回会議をやっても結論が出ないので、　　いやになった。 

　　　　　A つくづく　　　B わざわざ　　　C ぞくぞくと　　D くれぐれも 

　　(47)　畑に　　コムギが芽を出した。 

　　　　　A ました　　　　B まった　　　　C まいた　　　　D まげた 

　　(48)　公式の席では、その場に　　服装が要求される。 

　　　　　A みぐるしい　　B めざましい　　C たくましい　　D ふさわしい 

　　(49)　いくら努力しても成果があがらないので、　　なってきた。 

　　　　　A とうとく　　　B むなしく　　　C ひさしく　　　D たやすく 

　　(50)　海外で買ってきた物を空港で　　されることがある。 

　　　　　A 収集　　　　　B 収容　　　　　C 徴収　　　　　D 没収 

　　(51)　たいこの音が聞こえてきて、祭りの　　がいちだんと盛り上がってきた。 

　　　　　A ブーム　　　　B ポーズ　　　　C ムード　　　　D リード 

　　(52)　この古い寺の庭は　　がある。 

　　　　　A おおすじ　　　B おもむき　　　C おとも　　　　D おそれ 

　　(53)　時間がないので、    話してください。 

　　　　　A ぞんざいに　　B おおまかに　　C にわかに　　　D おろそかに 

　　(54)　鈴木さんはいつも　　ことを言って、まわりの人に困らせる。 

　　　　　A 無効な　　　　B 無念な　　　　C 無茶な　　　　D 無口な 

　　(55)　わたしの秘書はとても　　がいいので助かっている。 

　　　　　A てぎわ　　　　B しらべ　　　　C こころえ　　　D うちわけ 

  

問題Ⅵ　次の（56）から（65）までの　　のことばの意味が、それぞれのはじめの文と最も近い意味で使われている文をA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

(56) 　はこぶ・・・・・・何度電話しても担当者が不在なので、さっぱりことがはこば 

　　　　 ない。 

A　交渉が順調にはこぶように努力している。 

B　この港には世界中から貨物がはこばれてくる。 

C　許可をもらうためには役所に何度も足をはこぶ必要がある。 

D　親鳥はせっせとえさをはこび子を育てる。 

(57) 　ひどい・・・・・・先輩からひどいことを言われて、泣いてしまいそうになった。 

A　ひどいけがをした子供は、なんとか助かりそうだ。 

B　ちょっとぶつけただけなのに、ひどくへこんでしまった。 

C　こんな安い給料で夜遅くまで働かせるなんて、ひどい社長だよ。 

D　試験の点数はひどいものだった。 

(58)　　 (58)　もつ・・・・・・そんなに忙しくて、よく体がもつね。 

A　この建物はあと５年はもつだろう。 

B　この店の支払いはわたしがもつ。 

C　自信をもって発言した。 

D　地図をもって山に登る。 

(59)　かげ・・・・・・小さな魚は、岩のかげに隠れて眠るものが多い。 

A　霧の中に人のかげらしいものが浮かんで見えた。 

B　夕日に照らされた木のかげが地面に長くのびている。 

C　顔の右半分は、光が当たらないないため、かげになっている。 

D　山のかげにはまだ雪が残っている。 

(60)　かためる・・・・・・もう少し市場を調査してから販売方法をかためよう。 

A　政府と与党と話し合いで予算案がかためられる予定だ。 

B　工事を始める前に土台をしっかりかためなければならない。 

C　ゼリーをかためるためには冷蔵庫に入れるのがいい。 

D　雪を握ってかため、ぶつけ合って遊んだ。 

(61)　あく・・・・・・テープレコーダー、あいたら使わせてください。 

A　このびんのふたは、わたしの力ではあかないみたいだ。 

B　週末なので、ホテルの部屋はひとつもあいていない。 

C　電車のドアがあくと、乗客たちがいっせいに降りてきた。 

D　あきれてしまって、あいた口がふさがらない。 

(62)　いっしょ・・・・・・黙って借りるのは、どろぼうといっしょだよ。 

A　野菜と肉をいっしょに煮ると、いい味が出る。 

B　きのうは、夜おそくまで彼女といっしょだった。 

C　自由とわがままをいっしょにしてはいけないと思う。 

D　ドライバーはベンチといっしょにしておいてね。 

(63)　ふれる・・・・・・ほおにふれる風が快い。 

A　首相は、今日の記者会見では、経済問題にふれなかった。 

B　展示してある絵には、決しとふれないこと。 

C　わたしは、法にふれることはなにもしていない。 

D　最後の章で外国での日本研究の動向にふれておきたい。 

(6　　　　　(64)   あまい・・・・・・子供にあまい親が増えているようだ。 

A　あまい言葉には気をつけた方がいい。 

B　最近、あまくない飲み物がよく売れている。 

C　どこからともなくあまい香りが漂ってきた。 

D　山中先生より中村先生の方が採点があまい。 

(65)　かける・・・・・・この作品は時間をかけてていねいに仕上げた。 

A　たき火をした後、バケツで水をかけて消した。 

B　新しいカーテンをかけ、壁に絵を飾った。 

C　君には苦労ばかりかけてすまない。 

D　あの夫婦は一人息子の結婚式にずいぶん金をかけたらしい。 

正解 

問題Ⅰ 

問１：(1)1　(2)2　(3)1　(4)3　 

問２：(1)3　(2)4　(3)1　(4)3　 

問３：(1)4　(2)1　(3)3　(4)１　 

問４：(1)４　(2)１　(3)３ 

問題Ⅱ 

(1)３　(2)4　(3)1　(4)２　(5)4 

問題Ⅲ 

問１：(1)3　(2)1　(3)4　(4)3　 

問２：(1)3　(2)1　(3)2　(4)4　 

問３：(1)2　(2)1　(3)4　(4)3　 

問４：(1)1　(2)2　(3)３ 

問題Ⅳ 

(1)2　(2)2　(3)3　(4)2　(5)４ 

問題Ⅴ 

(1)1　(2)4　(3)3　(4)3　(5)4　(６)１(7)3　(8)４　(9)2　(10)4　(11)３　(12)2　(13)2　(14)3　(15)1 

問題Ⅵ 

(1)1　(2)3　(3)１　(4)4　(5)1　(６)2　(7)3　(8)2　(9)4　(10)4 
（1997年） 

文字.語彙 

(100点45分） 

　 

問題Ⅰ　次の文の下線をつけたことばは、どのように読みますか。その読み方をそれぞれのA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

　 

問１　地震の被害者に対する、彼らの速やかな救援活動は、賞賛に値する。 

　　(1)被害者　　　A　かがいしゃ　　　B　きがいしゃ　　　　C　はがいしゃ　　　D　ひがいしゃ 

　　(2)速やかな　　A　なごやかな　　　B　すみやかな　　　C　ゆるやかな　　　D　はなやかな 

　　(3)救援　　　　　A　きゅうえん　　 　B　きゅうかん　　　 C　きゅうだん　　　　D　きゅうめん 

　　(4)値する　　　　A　ねする　　　　　 B　ちする　　　　　  C　あたいする　　   D　くらいする 

問2　夫婦は互いに束縛したり干渉したりしない方がいいという考え方に共鳴する人がおおくなった。 

　　(5)互いに　　　　A　たがいに　　　  B　ただいに　　　   C　ちがいに　　　　  D　ちだいに 

　　(6)束縛　　　　　A　そくせん　　　　  B　そくてん　　    　C　そくばく　　　 　　 D　そくぼく　　 

　　(7)干渉　　　　　A　かんしょう　　　  B　かんほ　　　     C　せんしょう　　　　 D　せんほ　   

　　(8)共鳴　　　　　A　こうちょう     　   B　こうめい　　   　C　きょうちょう　  　  D　きょうめい 

問3　彼は前途有望な青年で、視野を広げるために外国留学し、現地で充実した毎日を送っている。 

　　(9)前途　　　　　A　せんと　　　　　  B　せんど　　　　   C　ぜんと　　　　　　  D　ぜんと 

　(10)有望な　　　　A　ゆうぼうな　　　  B　ようぼうな　   　C　ゆうもうな　　　    D　ようもうな　　 

　(11)視野　　　　 　A　きや　　　　　　   B　しや　　　　      C　けんや　　　　  　 D　こうや　   

　(12)充実　　　　　 A　せいじつ     　   B　じゅうじつ　　  　C　ちゃくじつ　   　  D　ちゅうじつ 

問4　福祉予算の規模が縮小されたため、老人の介護をする人の負担が増えてしまった。 

　(13)縮小　　　　　A　しゅしょう　　　   B　しゅうしょう　　　 C　しゅっしょう　　　  D　しゅくしょう 

　(14)介護　　　　　A　かいかく　　　　  B　かんかく　　      C　かいご　　　 　　 　D　かんご　　 

　(15)負担　　　　　A　ふたん　　　　　  B　ふだん　　　　   C　ふうたん　　　　 　 D　ふうだん　   

問題Ⅱ　次の文の下線をつけたことばは、ひらがなでどう書きますか。同じひらがなで書くことばをA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

　(16) 留学生の受け入れ態勢を整える。 

　　　　A　大衆　　B　体制　　C　滞在　　D　対戦 

　(17) 会議が長引いて、思考力が低下した。 

　　　　A　脂肪　　B　自己　　C　事項　　D　志向 

　(18)税務署に所得を申告する。 

　　　　A　神経　　B　真空　　C　深刻　　D　新興 

　(19) 官僚の任命権は大臣にある。 

　　　　A　元来　　B　完了　　C　慣例　　D　勧誘 

　(20) 聴講するためには正規の手続きが必要です。 

　　　　A　世紀　　B　将棋　　C　証拠　　D　整理 

問題Ⅲ　次の文の下線をつけたことばは、どのような漢字を書きますか。その漢字をそれぞれのA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

問１ かいしゅうしたアンケートのぶんせきには、コンピューターがいりょくをはっきする。 

　(21) かいしゅう　　A　回周　　 B　回集　　C　回拾　　 D　回収 

　(22)ぶんせき　　　A　分折　　 B　分析　　C　分祈　　D　分訴 

　(23) いりょく　　  A　依力　　 B　偉力　　C　為力　　D　威力 

　(24)はっき　　　   A　発起　　 B　発気　　C　発企　  D　発揮 

問２ 製品のかかくをいじするためにけいやくをむすんだ。 

　(25) かかく　　　　A　価角　　B　価格　　 C　稼角　　D　稼格 

　(26) いじ　　　　　A　緯持　　B　緯治　　 C　維持　　D　維持 

　(27) けいやく　　　A　計約　　B　係約　　 C　契約　　D　継約 

　(28) むすんだ　　　A　結んだ　B　締んだ　 C　絞んだ　D　紡んだ 

問３ 父は、ひっしに努力して借金をへんさいし､店の経営をきどうに乗せた。 

   (29) ひっしに　　　A　必支に　　　　B　必仕に　　　C　必死に　　　D　必使に 

   (30) へんさい　　　A　返済　　　　B　返債　　　　C　返財　　　　D　返砕 

   (31) きどう　　　　A　基道　　　　B　基動　　　　C　軌道　　　　　 D　軌動 

問４    人にごかいされるようなぶれいなげんどうはつつしんだ方がいい。 

   (32) ごかい　　　　A　誤悔　　　　B　誤戒　　　　C　誤怪　　　　D　誤解 

   (33) ぶれいな　　　A　無礼な　　　B　無札な　　　C　不礼な　　　D　不札な 

   (34) げんどう　　　A　原動　　　　B　言動　　　　C　現動　　　　D　見動 

   (35) つつしんだ　　A　悩んだ　　　B　悟んだ　　　C　慎んだ　　　D　憤んだ 

問題Ⅳ　次の文の下線をつけたことばの赤い部分は、どのような漢字を書きますか。同じ漢字を使うものをA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

　  (36)　こうほしゃがたくさん出た。 

A　この本はさんこうになる。 

B　大学で文学をせんこうする。 

C　この地方はきこうが温暖だ。 

D　世界の平和こうけんする。　 

　　(37)　作品をひひょうする。 

A　駐車禁止のひょうしきが立っている。 

B　委員長をとうひょうで選んだ。 

C　この本のひょうしはデザインがいい。 

D　あの店はひょうばんがいい。 

　　(38)　顕微鏡で植物のさいぼうを観察する。 

A　この指輪にはきれいなさいくがしてある。 

B　貿易会社にさいようされた。 

C　録音した音楽をさいせいして聞く。 

D　代金の支払いをさいそくされた。 

　　(39)　この小説のとうじょう人物はたったの３人だ。 

　　　　 A　探検隊は目的地にとうたつした。 

　　　　 B　会員になるにはとうろくが必要だ。 

　　　　 C　犯人がとうそうする。 

　　　　 D　試験のとうじつ急に病気になった。 

　 (40)　彼はこの事件にはかんよしていない。 

　　　　 A　ボーナスを銀行によきんする。 

　　　　 B　よぶんのお金を持ち合わせていない。 

　　　　 C　よきしていなかったことが起こった。 

　　　　 D　今度の選挙ではよとうが勝利をおさめた。 

問題Ⅴ　次の文の　　の部分に入れるのに最も適当なものを、A・B・C・Dから一つ選びなさい。 

　 (41)　平行な二つの直線は決して　　。 

　　　　　A 　まじえない　　B 　まじらない　　C 　まざらない　　D　まじわらない 

　 (42)　建物に入るのに、いちいち証明書を見せなければならないので、本当に　　。 

　　　　　A　 わずらわしい　B　 まちどおしい　C　みすぼらしい　D　はなはだしい 

　 (43)  不況の影響で、この地域の中小企業は　　倒産した。 

　　　　　A 　いまさら　　　B 　ひたすら　　　C　のきなみ　　　D　ひいては 

　 (44)　いつもは厳しい先生だが、おもしろい　　もあることがわかった。 

　　　　　A 　一見　　　　　　B　一目　　　　　C 　一部　　　　　D 　一面 

　 (45)　わたしには小さかなったスーツを息子に着せてみたが　　だった。 

　　　　　A 　だぶだぶ　　　B　 ふらふら　　　C　のろのろ　　　D　ぺこぺこ 

　 (46)　道で子供たちが遊んでいたので、車のスピードを　　通り過ぎた。 

　　　　　A　 へらして　　　B　 ゆるめて　　　C　 よわめて　　　D　 なくして 

　 (47)　話し合いは　　終わった。 

　　　　　A 　健全に　　　　B　寛容に　　　　C　精巧に　　　　D　円満に 

　 (48)　林さんは、いつも　　洋服を着ているので、みんなのあこがれの的だ。 

　　　　　A　エレガントな　B　コントロールな　C　ナンセンスな　D　 プラスチックな 

　 (49)　計画がうまく行くように、みんなで作戦を　　。 

　　　　　A　こめた　　　　　B　ねった　　　　C　ほどこした　　　D　あつらえた 

　 (50)　小松さんの迫力に　　されて、思わず同意してしまった。 

　　　　　A　抑圧　　　　　B　重圧　　　　　C　圧倒　　　　　　D　圧縮 

　 (51)　　　数の貝がらが、遺跡から発掘された。 

　　　　　A　はなばなしい　B　おびただしい　C　やかましい　　　D　なやましい 

　 (52)　電車の中で突然気分が悪くなったが、親切な人が　　してくれた。 

　　　　　A　救済　　　　　B　養護　　　　　C　介抱　　　　　　D　奨励 

　 (53)　事故で電車が止まって遅刻しそうになったが、バスに乗り換えたので、　　間にあっ　　　　た。 

　　　　　A　おのずから　　B　かろうじて　　C　やむをえず　　　D　ことによると 

　 (54)　田中先生は神経が　　、生徒たち一人一人をよく理解してくれる。 

　　　　　A　きよらかで　　B　しなやかで　　C　こまやかで　　　D　さわやかで 

　 (55)　道の　　に名もないきれいな花が咲いていた。 

　　　　　A　かたわら　　　B　ふもと　　　　C　なぎさ　　　　　D　すそ 

問題Ⅵ　次の（56）から（65）までの　　のことばの意味が、それぞれのはじめの文と最も近い意味で使われている文をA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

(56) 　とおす・・・・・・その作家は、生涯独身をとおした。 

A　障子をとおして、やわらかい光が入ってくる。 

B　夫人が私たちを奥の部屋にとおしてくれた。 

C　がんばって書いたのに、先生は卒業論文をとおしてくれなかった。 

D　わが社としては、従来の方針をとおすつもりだ。 

(57) 　あし・・・・・・電車のストで、通勤のあしが奪われた。 

A　雪道であしを取られ、ころんでけがをした。 

B　あしにあわない靴をはくと、体によくない。 

C　いい温泉だが、あしが不便なので客は少ない。 

D　僕は失敗をして､チームのあしを引っ張ってしまった。 

(58)　　 (58)　しめる・・・・・・寝る前にガスの栓をしめることにしている。 

A　今月いっぱいで店をしめることになった。 

B　このドアはゆっくりとしめてください。 

C　赤字続きだから、少し家計をしめないといけない。 

D　着物は着たいけれど、一人では帯がしめられない。 

(59)　もと・・・・・・あんな人に頼んだのが、失敗のもとだった。 

A　もとをかけなければ、利益も得られない。 

B　何がもとでけんかになったのか、どうしても思い出せない。 

C　使い終わったら、もとの場所に返してください。 

D　調査データをもとに、議論を進めた。 

(60)　するどい・・・・・・あの子は、年のわりになかなかするどい。 

A　筆者のするどい目が、一流の評論につながっている。 

B　相手コートにするどいボールを打ち込んだ。 

C　この件で、両者がするどく対立している。 

D　被害者は、するどいナイフのようなもので刺されたようだ。 

(61)　ひとつ・・・・・・息子はもう小学生なのに、あいさつひとつ上手にできない。 

A　天気もいいし、ひとつハイキングにでも行かないか。 

B　おっしゃることが今ひとつわからないのですが。 

C　田中さんは家事が嫌いで、掃除ひとつしない。 

D　いくら合唱の練習をしても、みんなの気持ちがひとつにならない。 

(62)　かたい・・・・・・ベテランの俳優たちに囲まれて、彼の動きのかたいのが目立った。 

A　試験の時は、とかくかたくなりがちだ。 

B　この肉は焼きすぎたので、かたくなってしまった。 

C　父は頭がかたくて、新しいものには必ず反発する。 

D　彼の能力からすると､成功はかたい。 

(63)　みる・・・・・・子が親の面倒をみるのは、当然だと思う。 

A　何度か話し合いを行ったが、残念ながら意見の一致をみなかった。 

B　近所の大学生が子供の勉強をみてくれるので、助かる。 

C　出かける前に、車の調子をみてみよう。 

D　みると聞くとは大違いとは、このことだ。 

(6　　　　　(64)   やける・・・・・・本棚の本の背が、日にやけて白っぽくなった。 

A　空が真っ赤にやけている。 

B　あの二人を見ていると、思わずやけてくる。。 

C　海でやけた肩と背中が少し痛い。 

D　パンがおいしそうな色にやけた。 

(65)　おちる・・・・・・あそこのレストランは、最近味がおちた。 

A　兄は就職試験におちて、元気がない。 

B　洋服についた口紅は、なかなかおちない。 

C　田中君の名前が名簿からおちている。 

D　疲れてきたのか、中山選手のスピードがおちてきた。 

正解 

問題Ⅰ 

問１：(1)4　(2)2　(3)1　(4)3　 

問２：(1)1　(2)3　(3)1　(4)4　 

問３：(1)3　(2)1　(3)2　(4)2　 

問４：(1)４　(2)3　(3)1 

問題Ⅱ 

(1)2　(2)4　(3)3　(4)２　(5)1 

問題Ⅲ 

問１：(1)4　(2)2　(3)4　(4)4　 

問２：(1)2  (2)3　(3)3　(4)1　 

問３：(1)3　(2)1　(3)3　　 

問４：(1)4　(2)1　(3)2  (4)3 

問題Ⅳ 

(1)3　(2)4　(3)1　(4)2　(5)４ 

問題Ⅴ 

(1)4　(2)1　(3)3　(4)4　(5)1　(６)2   (7)4　(8)1　(9)2　(10)3　(11)2　(12)3　(13)2　(14)3　(15)1 

問題Ⅵ 

(1)4　(2)3　(3)2　(4)2　(5)1　(６)3　(7)1　(8)2　(9)3　(10)4 
（1998年） 

文字.語彙 

(100点45分） 

　 

問題Ⅰ　次の文の下線をつけたことばは、どのように読みますか。その読み方をそれぞれのA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

　 

問１　栄養の偏りによるビタミン欠乏の症状が見られたので、食生活の改善を指導した。 

　　(1)栄養　　　　　A　えいゆう　　　B　えいよう　　　　C　えんゆう　　　D　えんよう 

　　(2)偏り　　　　　 A　さわり　　　　 B　へんり　　　　　C　かたより　　　D　とどこおり 

　　(3)欠乏　　　　　A　けっびん　　　B　けっぼう　　　　C　けつびん　　  D　けつぼう 

　　(4)症状　　　　　A　せじょう　　　  B　せいじょう　　　C　しょじょう　　　D　しょうじょう 

　　(5)改善　　　　　A　かいぜん　　　B　かいせん　　　 C　こうぜん　　　 D　こうせん 

問2　伝統的な文化の枠をこえて物事を考えるのはむずかしいことだ。 

　　(6)伝統的な　　　　　　　　A　てんとうてきな　　　　　  B　てんどうてきな 

　　　　　　　　　　　　　　　     C　でんとうてきな　　　 　　 D　でんどうてきな　　 

　　(7)枠　　　　　　A　いき　　　　　  　B　すい　　　  　　   C　せん　　　　　D　わく　   

　　(8)物事　　　　 A　ものごと     　   B　もつごと　　 　  　C　もつじ　　  　D　ぶつじ 

問3　田中さんは、オリンピックの選手を志して、小さいころからコーチについて技を磨いてきた。。 

　　(9)志して　　　　A　しして　　　　　　B　めざして　　　   C　もたらして　　　D　こころざして 

　(10)技　　　　　　 A　うで　　　　　　　 B　えだ　　　　　　  C　すべ　　　　　   D　わざ　　 

　(11)磨いて　　　　A　くだいて　　　　　B　みがいて　　　　C　はいて　　　　　D　ふいて 

問4　会の存続について冒頭から激しい議論がかわされたが､司会者のできわがよく、会議は円滑に進み、折衷案ながらも結論が出せた。 

　(12)存続　　　　  A　さいぞく　　  　  B　ざいぞく　　　  　C　そんぞく　　　　D　ぞんぞく 

　(13)冒頭　　　　　A　ぼっとう　　　    B　ぼうとう　　　　　 C　ぼくず　　　　　D　ぼうず 

　(14)円滑　　　　　A　えんかつ　　　   B　えんきつ　　　    C　えんけつ　　　 D　えんこつ 

　(15)折衷　　　　　A　せっすい　　　   B　せっそく　　　　   C　せっちゅう 　　 D　せっちょう　 

問題Ⅱ　次の文の下線をつけたことばは、ひらがなでどう書きますか。同じひらがなで書くことばをA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

　(16) この商店街には、人がおおぜい買い物に来る。 

　　　　A　進展　　B　晴天　　C　原典　　D　焦点 

　(17) 丘陵を切り開いて住宅地にした。 

　　　　A　休憩　　B　急流　　C　宮殿　　D　給料 

　(18) これまでの経緯を説明した。 

　　　　A　行為　　B　敬意　　C　後期　　D　換気 

　(19) 富豪だからといって、しあわせだとはかぎらない。 

　　　　A　不幸　　B　布告　　C　符号　　D　復興 

　(20) ここでの毎期の起床時間は６時だ。 

　　　　A　気象　　B　貴重　　C　寄贈　　D　偽造 

問題Ⅲ　次の文の下線をつけたことばは、どのような漢字を書きますか。その漢字をそれぞれのA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

問１ 彼はとくはいんとしてニュースを正しくほうどうすることにしめいかんを持っている。 

　(21) とくはいん　　A　特波員　  B　特派員　C　督波員　 D　督派員 

　(22) ほうどう　　　A　放道　　 B　放導　　C　報道　　D　報導 

　(23) しめいかん　   A　使命感　 B　使命観　C　死命感　D　死命観 

問２ ゆうべのコンサートでは、ピアノのえんそうに合わせて詩のろうどくをするという新しいこころみが行われた。 

　 

　(24) えんそう　　   A　演泰　   B　演奏　　 C　演奉　  D　演秦 

　(25) ろうどく　　　A　朗読　　  B　郎読　　 C　浪読　　D　狼読 

　(26) こころみ　　　A　訓み　　  B　試み　　 C　誠み　　D　誘み 

問３ 生活のリズムがくるって、まんせいのすいみん不足になってしまった。 

　(27) くるって　　　A　狂って　  B　乱って　 C　惑って　D　迷って 

　(28) まんせい　　　A　穏性　　  B　隠性　 　C　慢性　　D　漫性 

   (29) すいみん　　　A　衰眠　　　 B　遂眠　　 C　酔眠　　D　睡眠 

問４    高齢化に伴うかそかと産業活動の停滞とのあくじゅんかんからだっすることが、人々のせつじつな願いとなっている。 

   (30) かそか　　　　A　加粗化　　B　加疎化　C　過粗化　　D　過疎化 

   (31) あくじゅんかんA　悪順環　　B　悪順還　C　悪循環　　　D　悪循還 

　 (32) だっする　　　 A　脱する　　B　達する　C　奪する　　D　滅する 

   (33) せつじつな　　A　切実な　　B　接実な　C　設実な　　D　節実な 

問５    副社長はライバル会社とのがっぺいにきょうこうに反対した。 

   (34) がっぺい　　　A　合並　　　B　合塀　　C　合併　　　　D　合幣 

   (35) きょうこうに　A　強行に　　B　強攻に　C　強抗に　　　D　強硬に 

問題Ⅳ　次の文の下線をつけたことばの赤い部分は、どのような漢字を書きますか。同じ漢字を使うものをA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

　  (36)　暑いので、れいぼうをつけた。 

A　虫歯のよぼうには、よく歯をみがくことが大切です。 

B　ぶんぼうぐやでノートと鉛筆を買った。 

C　毎日たぼうな日々を過ごしている。 

D　ねぼうして、遅刻しそうになった。　 

　　(37)　何かがっきが弾けますか。 

A　新しいきかくを提案した。 

B　今日はきろくてきな暑さだった。 

C　きかいがあったら、北海道へ行ってみたい。 

D　友だちはきようにセーターを編みあげた。 

　　(38)　大臣は災害の現場をしさつした。 

A　住民たちとの間でまさつが絶えない。 

B　この映画は海外でさつえいしたそうだ。 

C　しんさつしつに入ってください。 

D　いんさつ技術が進歩した。 

　　(39)　客におうせつしつで待ってもらった。 

　　　　 A　おうふく切符を買う。 

　　　　 B　サッカーのおうえんをする。 

　　　　 C　太平洋をヨットでおうだんする。 

　　　　 D　おうべいの外交史を研究している。 

　 (40)　空気がかんそうしている。 

　　　　 A　新しいかんでんちをテープレコーダーに入れた。 

　　　　 B　このかんばんは大きいので、遠くからでも目立つ。 

　　　　 C　しんかんせんで京都は行った。 

　　　　 D　かんきょう問題について話す。 

問題Ⅴ　次の文の　　の部分に入れるのに最も適当なものを、A・B・C・Dから一つ選びなさい。 

　 (41)　今日は　　秋らしい、いい天気だ。 

　　　　　A 　いかにも　　　B 　つとめて　　　C 　とかく　　 D　まるて 

　 (42)　小さな子が一人で留守番をするなんて、さぞ　　ことだろう。 

　　　　　A　 うっとうしい　B　 こころぼそい　C　なさけない　D　ものたりない 

　 (43)  うちの　　は、入り口が狭くて車が入れにくい。 

　　　　　A 　ガレージ　　　B 　スタジオ　　　C　ステージ　　D　フロント 

　 (44)　テレビ番組の表現が差別的だったので、さっそく放送局に　　した。 

　　　　　A 　協議　　　　　　B　決議　　　　　 C 　抗議　　　 D 　物議 

　 (45)　あの人はおとなしそうに見えるが、することが　　でびっくりさせられる。 

　　　　　A 　盛大　　　　　B　 膨大　　　　　　C　大体　　　　D　大胆 

　 (46)　年をとると、だんだん新しい考え方が　　にくくなる。 

　　　　　A　 うけあい　　　 B　 うけいれ　　　C　 うけとり　   D　うけもち 

　 (47)　博士がそれまでの常識をくつがえす説を　　のは、今から20年前のことだ。 

　　　　　A 　かなえた　　　B　かまえた　　　　C　となえた　　D　とらえた 

　 (48)　あのひとは口が　　から、秘密をもらしたりしません。 

　　　　　A　おもい　　　　 B　かたい　　　　　C　きつい　　　D　つよい 

　 (49)　有利な証言をしてくれとたのんだが、　　ことわられた。 

　　　　　A　がっくりと　　　　B　きっかりと　　　C　きっぱりと　D　くっきりと 

　 (50)　自分の仕事をするのがやっとで、とても人の手助けをする　　などない。 

　　　　　A　たるみ　　　　 B　なさけ　　　　　 C　のぞみ　　　D　ゆとり 

　 (51)　この選手は　　がたりないので、いつも最後に負けてしまう。 

　　　　　A　はげみ　　　　　B　はずみ　　　　　 C　ねばり　　 D　むすび　 

　 (52)　高齢者の人口が急に増えて、お年寄りを介護する人材の　　が間に合わない。 

　　　　　A　生育　　　　　　B　成熟　　　　　　　C　生長　　　D　養成 

　 (53)　事件を解決するため、　　を探しているところだ。 

　　　　　A　めど　　　　　　B　きざし　　　　　　 C　しかけ　　D　てがかり 

　 (54)　母は病気のせいで食べるものにいろいろ　　がある。 

　　　　　A　拘束　　　　　　B　制限　　　　　　　 C　束縛　　　D　統制 

　 (55)　紛争が　　、市民の生活に落ち着きがもどった。 

　　　　　A　おさまる　　　　B　さだまり　　　　　 C　まとまり　D　よわまり 

問題Ⅵ　次の（56）から（65）までの　　のことばの意味が、それぞれのはじめの文と最も近い意味で使われている文をA・B・C・Dから一つ選びなさい。 

(56) 　ふく・・・・・・ずっと活動していなかった火山が突然火をふいた。 

A　この辺では、冬のあいだ海から強い北風がふく。 

B　だれかがふえをふいている。 

C　お湯がわいて、やかんがさかんに湯気をふいている。 

D　スープが熱くて、フーフーふいてさました。 

(57) 　あげる・・・・・・例をあげてていねいに説明した。 

A　自分の考えを主張するなら、根拠をあげるべきだ。 

B　能率をあげないと、間に合いそうにない。 

C　感動のあまり、声をあげて泣いた。 

D　努力して、素晴らしい成果をあげた。 

(58)　　 (58)　あかるい・・・・・・日本経済立て直しの見通しは、あまりあかるくない。 

A　山田さんは、物理の先生だが文学にもあかるい。 

B　問題解決について、思ったよりあかるい展望がひらけてきた。 

C　あかるい黄色が、暗い背景によくはえる。 

D　いいしらせを伝えるときは、声もあかるくなる。 

(59)　あと・・・・・・せなかにやけどのあとが残っている。 

A　入学試験まで、あとわずかとなった。 

B　この種の事故があとを絶えなくて、警察でも困っている。 

C　この作文は何回も書き直したあとがある。 

D　僕は山本君の２か月あとに入会した。 

(60)　あたり・・・・・・結果が出るのは来月あたりになるらしい。 

A　中山さんは人あたりがいいので、友だちがおおい。 

B　一人あたり8000円で日帰りのバス旅行ができる。 

C　この映画がこんなにあたりを取るとは思わなかった。 

D　あの会社と交渉は鈴木君あたりが適当だと思う。 

(61)　はしる・・・・・・彼はおだやかな人柄で、極端な言動にははしることは　　　　ない。 

A　鋭い痛みが右の肩にはしった。 

B　この年ごろの少年は、ちょっとしたきっかけで非行にはしる。 

C　届いたばかりの新車をためしにはしらせてみた。 

D　平野の真ん中を国道が東西にはしっている。 

(62)　とく・・・・・・道路工事が終わり、交通規制がとかれた。 

A　ホテルについて荷物をといた。 

B　父の誤解をとくのはむずかしい。 

C　もう安全だと判断して警戒をといた。 

D　この薬は水でといて飲んでください。 

(63)　かるい・・・・・・かるいけがで済んで、本当に運がよかった。 

A　寝る前に、かるい運動をするとよく眠れる。 

B　ぶじに責任をはたして、気持ちがかるくなった。 

C　あの人の動きのかるいのには、驚く。 

D　よりかるい素材の研究開発を行っている。 

(6　　　　　(64)   め・・・・・・この作品の価値がわかるとは、林さんもめが高い。 

A　うっかりして「駐車禁止」の標識がめに入らなかった。 

B　このセーターなめがあらくてすぐ引っかかる。 

C　騒ぎに巻き込まれて、ひどいめにあった。 

D　社長は人を見るめがある。 

(65)　あそぶ・・・・・・これだけの土地をあそばせておくとはもったいない。 

A　コンピューターを使って仕事をしているのかと思ったら、あそんでいた。 

B　動物の中であそぶのは人間だけだといわれている。 

C　子供を通りであそばせるとあぶない。 

D　使いこなせる人がいなくて、せっかくの機械があそんでいる。 

正解 

問題Ⅰ 

問１：(1)2　(2)3　(3)4　(4)4   (5)１　 

問２：(1)３　(2)4　(3)1　　 

問３：(1)4　(2)4　(3)2　　 

問４：(1)3　(2)2　(3)1  (4)3 

問題Ⅱ 

(1)4　(2)4　(3)2　(4)3　(5)1 

問題Ⅲ 

問１：(1)2　(2)3　(3)1　　 

問２：(1)2  (2)1　(3)2　　 

問３：(1)1　(2)3　(3)4　　 

問４：(1)4　(2)3　(3)1  (4)1 

問５：(1)3   (2)4 

問題Ⅳ 

(1)2　(2)4　(3)3　(4)2　(5)1 

問題Ⅴ 

(1)1　(2)2　(3)1　(4)3　(5)4　(６)2   (7)3　(8)2　(9)3　(10)4　(11)3   (12)4　(13)4　(14)2　(15)1 

問題Ⅵ 

(1)3　(2)1　(3)2　(4)3　(5)4   (６)2　(7)3　(8)1　(9)4　(10)4 

